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八ードウ I ア ニ 

の取り扱いと操作 


一け泉々 


本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に巧っておいていただき 
たい基本的なことがらじついて説巧します。 


設置(^10ぺージ） . 

各部のを称と機能い23ページ) 

接続について （^27 ぺージ） ........ 

基本的な操作(^29ぺージ） ........ 


本体の設置手順について説明します。 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 
明しています。 

本体にケーブルを接続する際のを意事項を記載し 
ます。 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 













設置 

本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 


0A 


/ M ま意 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 指定むがの場所に設置しない 


設置 I こふさわしい場所は次のとおりです。 



室内温度1日で〜2已での範囲を保てる場所での 
使用をお勧めします。 
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次に示すを件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度を化の激しい場所(暖房器、エアコン、ち蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりずるおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放送/届信巧アンテナ，を電線，電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行って< ださい）。 

• 本体の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイブ(商届電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置の近くには設置しないで<ださい。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置すると 
きは電源配線の分離やノイブフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
巧ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を 

貼り付けてください。 

設置場所がミ夫まった6、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

ください。本体は3台まで積み重ねて置くこと 

ができます。 


中央にあるリベツトの上に 
貼りがける 



八—ドウ H アの取り扱いと操作 


ツクへの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照ずるか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社にイ衣頼することもできまず。 




晶 



装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 m 
ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 指定 W がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ま意 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


0 

A\ 


次に示すを件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これ6の場所 
にラックを設置したり> ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

♦ラ、ソクや搭載ずる装置の総重量に耐え5れない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器> エアコン，ち蔵庫などの近<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など），薬品類のおく 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 















• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放を/届信巧アンテナ> を電線> 電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければな5ない場所。 

• 電源ノイブ(商巧電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置の近くに設置ずるときは電源函線の分離やノイブ 
フィ ルタの取り付けなどを保守 サービス 会社に連絡して巧ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順をと J 下に示しまず。取り外し手順じついては、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社裂ラックへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/3 別こ取り付ける場合は、オプションの 「NS 143-39 
ラック取り付け用ブラケット」があ要です。取り付け手順については、 N 8 143-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 



A - 

晶 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページ L ソ降の説明をご覧ください。 

• 規格列のラックで使用しない 

• 指定 1 U がの場所で使用しない 



A ミち意 


^\ A \ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 落下を意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 


H -0 ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりずると、ラック内部の温 
度が各装置か5発ずる熱によって上昇し、動作な罰ミ品度 （10 で一3已で）を超え、誤動作を 
してしまラおそれびありまず。運巧中にラック内部の温度が保証範囲を超えないよララック 
巧部、および室内のエアフローについて十分な検討と対策をしてください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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項蚕 

を巧 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット 

2 


③ 

マウントホルダー ( L ) 

1 


③ 

マウントホルダー ( R ) 

1 


④ 

サポートブラケット 

2 


⑥ 

エクステンションプラケット 

2 



コアナット 

8 


⑦ 

ネジ A 

4 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ：目 mm 、 ワッシャ 
がき、マウントブラケットを本体に固を 
ずる際に使用する。 

® 

ネジ己 

2 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ：目 mm 、 マウント 
ホルダーを本体に固をする際に使用 
する。 

CD 

ネジ C 

2 

皿ネジ、 M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 
エクステンションブラケットを固をずる 
際【こ使用する。 

⑩ 

ネジ D 

6 

M 5 ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 

サポートブラケットをラックに固をずる 
際【こ使用する。 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックへ取りがけます。 

I PI -0 NEC 製のラックのラち、 NS 已 40-28/29/38 への 取曰 f づけには NS 143-39 ラック取 0 
付け用ブラケットび必要となりまず。また、取り付けち法については N 81 43-3 日ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 

• マウントブラケットとマウントホルダーの取り付け 

1. マウントブラケットのネジ巧と本体側面のネジ巧を合わせる。 

2. マウントブラケットをネジ A に本)で本体に固定ずる。 

3. もう一方の側面にマウントブラケットを手順1〜2と同じ手順で取りがける。 



4. マウントホルダーをネジ B (を1本)で本体に固定する。 



I チェック I 

それぞれ、エンボスをボス巧にはめ込んでください 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 


1已 


コアナツトの取り付け 


サポートブラケットを固をする位置に添付のコアナットを取り付けます。コアナットは 
ラックの前面店ちとも）じ各2個，背面住ち とち) に各2個の合計8個取り付けまず。 

コアナットは riu (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取リ付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻 EP があります）。 1 U あたり、ス□ット（ち巧）が3つありま 
す。3つの ス □ットのうち、ラック前面側では上の2つの ス □ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取り付けまず。 

コア ナットはラックの内側か6取りがけます。ラックの前面に取り付けた コア ナット 
は> 上側がサポートブラケット前面の固をに使用します。下側は本体に取り付けたマウ 
ントホルダーにあるセットスクリユーの受けとなります。背面の コア ナットはサポート 
ブラケット背面の固を巧として使われます。 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックの四ち巧に引っかけてか6マイナ 
ス ドライバなどで上側のクリ、ソプを穴に差し込みます。 


I チ:;ツク」 


ラックの前後，左ちじ取 y がけたコア 
ナットの高さが同じであることをお認 
して <ピさい。 



刻 



~一□ロロロ iSlJ ® ロロロな PPP 



ア 

n 








④もう 一ち のブラケットをエクステン 
シヨンブラケットじ差し込む。 




4. 一度取り外して、サポートブラケットの 
四角巧がブラケットで完全に隠れている 
ことを痛認する。 

完全に隠れていたら、再度、ラック(こ取 
り付けてください。 
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ネジ D 


本体のセツトスクリューの 
受けに使巧する 



ラック前面側 


ラック背面側 


ヴポートブラケットのネジ巧はを少上下にず5ずことびでさる程度のクリアランスを持つてい 
ます。初めて取り付ける場合は、コアナットのネジ巧びサポートブラケットのネジ穴の中央に 
位置ずるようにしてか5固定してくだをし V もし、本体を取り付けたときに本体の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本体を取り出してヴポートブラケットの固定位置を 
調整してくだをい(ぶつかる装置の取り付けに置も調藝ずる必要がある場合もありまず)。 


目.もう一方のサポートブラケットを手順 1 〜 5 と同じ手順で取り付ける。 


己.サポートブラケットをまえながら、ネジ 
D (3 本)でラックに固をずる。 

サポートプラケットが水平に取り付け 
6れていることを巧認してください。 


I チェック I 

すでに取り付けているサポートプラケツトと同じ高さに取り付けていることを磕認してくださ 
い。 

本体の取り付け 

取り付けは1人でもできますが、なるべく複数をで行うことをお割めしまず。 


1. 本体の前面が手前じなるようにして持 
〇。 

2. 本体側面じあるマウントブラケットをサ 
ポートブラケットに差し込みながらラ、ソ 
クへ押し込む。 



本体の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場合は、いったん本体を取り出し 
てサボートブラケットの固定位置を調 
整してくだをい(ぶつかる装置の取り付 
け位置も調整ずる必要がある場合もあ 
りまず）。 



八—ドウ H アの取り扱いと操作 


□目 □ 口感 
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♦ 本体の固定 

1 . 本体をラックへ完全じ押し込む。 


吕.前面の左ちにあるセットスクリューで 
ラックに固走ずる。 
















取り外し手順 


次の手順で本体をラックから取りかします。取りかしは1人でもできますが、なるベ<複数 
をで巧うことをお勤めします。 




4. 本体前面にある UID スイッチを押して， 
UID ランプを点なさせる。 

已.本体じあ続しているずベてのケープル， 
および電源コードを取りタトず。 



本体背面のケープルや電源コードを取 
り外す前に UID ランプで取 y 外そうと 
している装置であることをお認してく 
ださい。 
















6. 前面の左ちにあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックから引き化す。 

本体の両端をしっかりと持てる位置(約 
1 5 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
から引き化してください。 



本体を引き出しずぎると、ヴポートブ 
ラケットか目外れて落下ずるおそれが 
ありまず。 

セツ 




ス本体の左ち底面をしっかりと持って取り外し，じょうぶで平らな化の上に置<。 

iwO^m 

I 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取り列してくださし、。 

ラックの機構部品も取り外す場合は.「取り付け手順」を参照して取り外してください。 
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各部のち祿と機能 

本体のち部のを称を次に示します。 


本体前面 


① フ□ントぺゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護するカバー。添付 
のセキュリティキーで〇ックすることができる（^29ぺ一 
ジ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティキーの差 
し□(一29ページ)。 

感 POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する（^25ぺージ)。 

® STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

へー ドウエアの状態を表示ずるランプ。正常に動作してい 
る間は緑色に点灯ずる。異常が起きるとアンバー色に点 
灯、または点減する（一2日ページ)。 

⑥ D に K ACCESS ランプ(緑色） 

取りがけているディスクが動作しているときに点なする 
卜巧ぺージ)。 

(D UID ランプ(黄色） 

UID スイッチを押したときに点灯ずる（ソフトウエアか6の 
コマンドによっても点灯する.^25ぺージ)。 

@ ACT/UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接渝している八ブなどのデバイスと 
リンクしているときに漏色に点灯し、アクティブな状態【こ 
あるときに漏色に点;臧する（^26ぺージ)。丸数字の後の数 
字は「1」が LAN ポート1巧で、に」が LAN ポート2用を示 
す。 

(D 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□ッピーディスクを挿入して、デー女の書き 
込み/読み化しを巧う装置(^31ぺージ)。 

(8)-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 ディスク挿入 □ 

(8) -3 イジてクトボクン 

感 CD-ROM ドライブ 

じ0-巧01\/1の読み化しを行う装置(^33ぺージ)。 

(9) -1 ディスクアクセスランプ 
( D -2 CD トレーイジエクトボタン 
( D -3 エマージェンシーホール 


③ ® ⑥ 






⑥ @-1 ⑩ -2 



⑩ POWER スイッチ 

電源を日 N / OFF するスイッチ（一30ページ)。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと 
電源を日 FR こする。4秒 U 上巧し綿けると強制的に電源を 
OFF にする。 

⑩ UID (ユニット ID ) スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するスイ、ソチ。ス 
イッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押すと 
消灯する（^36ぺージ)。 

⑩シリアルポート B ( C 0 M B ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（^27ぺ一 

ジ)。 

® DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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①シリアルポート A に OM A ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する (-27 
ぺージ)。 

⑤ LAN コネクタ 

100巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T と接続する〕ネククト27 
ページ)。 LAN 上のネットワークシステムと接締する。 

丸数字の體の数字は「1」が LAN ポート1で、に」が LAN 
ポート2を示す。 

⑤ ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続しているノ\ブなどのデバイ 
スとリンクしているときじ緑色に点灯し、アクティブ 
な状態にあるときに緑色に点減する（^26ぺージ)。 

® 100 TX ランプ(黄色） (D UID ランプ(黄色） 

UID スイッチを押したときに点巧する（ソフトウェアか6 
のコマンドによっても点灯する）。 

⑦ PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□ット。 

® 電源コネクタ 

添がの電源コードを接続する（^27ぺージ)。 


本体巧部 


ネットワークポートが100 Mbps で動作しているときに 
黄色に点灯する。 10 Mbps で動作しているときは消灯す 

る（气26ページ)。 

⑥ POWER ランプ(緑色/アンパー色） 

電源コードがコンセントとつながっていて AC 電源が本 
体に供給されている間、アンバー色に点灯する。電源 
を ON にずる （ DC 電源が本体に供給される）と緑色に点灯 
する（^次ぺージ)。 



①®巧 S 巧®巧透® 
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ランプ表巧 


本体前面には8つ、背面[こは6つのランプがあります。ランプの表示とその意巧は次のとおり 
です。 


POWER ランプけ:） 

本体前面と背面にを1個あります。本体の電源が ON の園、ランプが緑色に点灯していまず。 

背面側の POWER ランプのみ AC / DC 電源の供給状態を表示します。電源コードが接続され、 
AC 電源が本体に供給されると POWER ランプはアンバーをじ点财します。本体の電源を ON 
にし、電源ユニットか 6 DC 電源が供給されると、 POWER ランプは緑色に点财します(前面 
の POWER ランプも同時に緑色に点なします）。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面じあります。八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点な 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点な/点 
滅しているときは八ードウエアになん6かの異常が起きたことを示します。 

異常が起きたときは保守サービス会社に連絡してください。 

■i • ESMPRO またはオフライン巧なユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因をお認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合は強制電源 OFF(POWER スイッチを4巧に(上巧し続ける）をするか、一を電源コード 
をホき差しして再起動させてください。 


DISK ACCESS ランプ (i) 

本体前面にあります。 D に K ACCESS ランプは本体内部の八ードディスクや CD - ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点财します。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個ありまず。本体前面にある UID スイッチを押すと点なしもう一度押 
すと消なしまず。複数台の装置がラックに搭載された中から特をの装置を識別したいときな 
どに使用することができます。特にラック背面か6のメンテナンスのときは、このランプを 
点なさせておくと、対象装置を聞違えずに作業することができます。 


A — ドウ H アの取り扱いと操作 
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ACT/LINK ランプ ( 品 1 、品 2) 

本体前面と背面 ( LAN コネクタ部分)にを1個ありまず。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのじランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
お認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□-ラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライプと CD - ROM ドライブのアクセスランスホ、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分にを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの届信 
モードが100 BASE - TX か、 10 BASE - T のどち6のネットワークインタフエースで動作され 
ているかを示します。点灯しているときは> 100 BASE - TX で動作されていることを示しま 
す。消なしているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してか6添がの電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセント 
じつなげます。 



A'- 

晶 


0A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページ W 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために巧のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負5おそれがありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ U 降の説明をご覧ください。 

• 指定む列のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定む外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 
• 指定む列のインタフェースケーブルを使用しない 


n-O • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

• NECW 列(ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ6の装置が本装置で使用できることをあ目かじめ確認し 
てくだをい。ヴードパーティの装置の中には本装置で使用でをないものびありまず。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケースレを巧くときは、コ 
ネクタのツメが手では押しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツ 
メを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライパなどび LAN ポートやその他 
のポートを破損しないよラ十分に注意してくだをい。 


ケーブルを接続した後は、ケーブルタイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


n-O ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後ケーブルびラックのドアや側面のガイ 
ドレールなどに当た5ないよラフォ ー S ングしてください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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シリアルインタフェースを 
持つ装置(管理 PC など)* 



11010 IB 


端。撒滞撒をを撒をを撒滞撒ををを撒撒撒をを撒を^^^^ 

0000000000000000000000000000000が^^^ 00000000000 


化〇〇〇 


—— ^ |[ 


1 


□ 〇 § § S 日 @0 


シリアルインタフェースを 
持つ装置 ( UPS など）または 
二重化を構築する本装置 


* 保守の際に使用する。通常は 
使用しなし''。 

最をに添付の電源コードをコンセント 
または UPS のサービスコンセントに 



LAN 上のネツトワークシステム（八ブを クラスタ用ネットワークへ 


介して接続されます) 


^ ネットワーク[こ接統ずる前[こ次の点(こついて磕認してください。 

• インターネットサービスプ□バイダ(に P ) との契が情報 

インターネットサービスプ□バイダ ( JU 下 nsp 」 と呼ぶ)と契がしてインターネットあ続 
のためのを種情報を確認してください。イントラネットで用いる場合は， LAN のネット 
ワーク設をを確認して<ださい。 

• ネットワーク機器 

'必要なルータ，八ブ，ケーブルが準備されていることをお認して<ださい。またにドと 
の接続に用いるルークもしくはダイヤルアップルータに，あらかじめインターネット接 
続じか要な設をを行い設置しておいてください（イントラネットで用いる場合は'必要な 
いことちあ U ます）。 

• クライアントマシン 

本装置とは別に 、 Windows 95/98/ Me , または Windows XP、Windows 2000、 
Windows NT 4.0 のいずれかの Windows OS が利用可能なクライアントマシン ( PC ) を巧 
意してください。最低限の初期設定を行うための r 初期導入設定ツール」の実行[こ利巧し 
まず。 
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ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取りあうときはフ□ントべゼルを取りかします（卓上に設置した場合は、フ□ントべゼル 
を取り付けることはできません）。 

I n-O フロントべゼルは、添付のセキュ U ティキーで□ックを解除しないと開けることができまだ 
Bra ん。 


キース□、ソ トじ添がの セキュリティキーを 差し込み， キーを フ□ントべゼル側におく押しなが6 
回して □ックを 解除ずる。 



吕.フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前 
に引<。 

3. フ□ントべゼルを左にみしスライドさせ 
てタブをフレームからかして本体か6取 
り外ず。 


フ□ントべゼルを取り付けるときは，フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしなが6取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためにもキーで 
□ックしてください。 





フ□ントべゼル 



基本的な操作 

八ードウエアの基本的な操作の方法じついて説おします。 


ハ—ドウ H アの取り扱いと操作 
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POWER スイツチ - 電源の ON/OFF/ 再起動 - 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON しします0 

1 . ラックに搭載している場含は、フ□ン トべゼ ルを取り外す。 

2. フ □、ソ ピーディスクドライブじフ □ッ 
ピーディスクをセツ ト していないことを 
磕詔する。 


3. 本体前面にある P 0 邮 ER スイッチを押 
ず。 

本体前面および背面の POWER ランプが 
緑色に点财します。 


DO .0 〇。一〇 P 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇一〇[ 


、〇へ0、0 へ a 〇ぶ〇 へ 0一0、0 へ CLO へ 〇一〇ぶ〇 へ な〇ぶ へ 〇、〇 へ 〇 
2)000000000000000000000 
0000000 ,_, _ __ 

〇〇§〇日 ◎ Cj @ 〇 



POWER スイ、ソチ 


画 

電源コードを接続するとハードウエアの初期診断をさ台めます（約日秒間）。初期診断中は POWER 
スイッチは磯能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほど時間をおいてから POWER ス 
イ、ソチを押してくださし、。 

電源 ON の後、自己診断プ□グラム （ POST ) を実巧して八ードウエアを診断していまず。 POST を 
完了ずるとシステムが起動します。システムの起動後は Management Console から本体の設を咕 
管理ができます。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF やリセ、ソト（再起動)は Management Console を使用します。4章を参照してく 
ださい 。 Management Console から電源を OFF できないときは本体の POWER スイッチを4秒と又 
上押し続けてください(強制電源 OFF ) 。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライト）を行うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーデイ スク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーデイ スクロ 20 K バイ 
卜）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを殖認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し&むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォーマット巧みのフ□ッピーディスクを使用してください。 

[1^ • フ□ッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起動するとフ□ッ 

ピーディスクか6超動します。フ□ッピーディスク巧にシステムがないと起動できませ 
ん 0 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを殖認してからフ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中に取り化ずとデータが破壊される 
おそれがあ y ます。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取りあって < ださい。 

• フ□、ソピーディスクドライブじはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこリのをいところでは巧巧しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のおくや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないで<ださい。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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♦クリ、ソプなどではさんだり， 落と したりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専届の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保有している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようじなっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォー マツ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時と J かはライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで巧いまず。 

• フ□、ソピーディスクは，とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化じよって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて> 万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本体に添がされて 
いるフ□、ソピーディスクはをずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがありまず。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み化し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置でず。 



八ミち意 


QA 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、火傷やけがなどを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ！;(降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引さ出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトしまず。 

1 . CD - ROM を CD - ROM ドライブじセツトずる前に本体の電源が ON ( PO 机 ER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジエクトボクンを押す。 

トレーがかし化てきます。 

3. トレーを匿く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD - ROM ので字が巧刷されている面を上 
じしてトレーの上に静かに、確実に置 
く。 


已.ち國のように片方の手でトレーを持ちな 
がら、もう一方の手でトレーの中むにあ 
る離動部分に CD - ROM の巧がはまるよう 
に指で押して、トレー(こセットずる。 




八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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6 . トレーの前面を超 < 押して元に戻ず。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと同じように CD トレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点好しているときは CD にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプが点好していないことをお認してください。 


ち國のように、片方の手でトレーを持ち> もう一 
方の手でトレーの中/じ、にある駆動部分を押さえな 
が 6 CD - R 0 M の端を軽くつまみ上げるようにして 
トレーか5取り化します。 

CD - ROM を取り化した5トレーを元に戻してくだ 
さい。 



取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り化します。 


1 . POWER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 机 ER ランプ消财）にずる。 


2 . 


直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代巧できる）を CD - ROM 前面ち側じあ 
る エマージェンシーホールに 差し化ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
ず。 


微 。货。微微微微微货 。城城城が 


り-〇— 0—0—0— 〇一〇〇〇〇〇( 


° 口 i 

1_ 

曰 





エマージェンシー 

ホール 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくだを 
し、。 


• 上記の手順を行っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会なに連結してください。 


3 . トレーを持って引き化す。 

4 . CD - ROM を取り化す。 

已.トレーを巧して元に戻す。 
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CD-ROM の取り扱いについて 

使用する CD - ROM は次の点じを意して取りあってください。 

• CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては， CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD - ROM ををとさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銘筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で> 内側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専届のクリーナをお使い<ださい。レコード用のスプレー、クリーナ， 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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UID スイツチ-本体の確認- 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には rUID (ユニ、ソト ID ) ランプ」がもうけ6れてい 
ます。 


UID スイ'ソチ 


UID ランプ 


前面にある UID (ユニ、ソト ID ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消灯しまず。 

ラック背面か6の保守は、暗く，狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタ フエースケー ブルを取り外したりずるおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守 
する本装置を殖認してか6作業をすることをお勧めします。 


■; 一 


本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 
す。 
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